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出身地：岩手県花巻市高松
生年月日：昭和31年2月19日（59歳）
身長・血液型：178cm・A型
家族：妻・母・子供夫婦・孫３人・犬１匹

性格：辛抱強い
趣味：釣り・温泉
尊敬する人：新渡戸稲造
言葉：一期一会

知
事
３
期
目
の
県
政
運
営
に
つ
い
て

Q�

　
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
旧
・

復
興
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
振
興
は
、

岩
手
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

同
時
に
、
岩
手
が
主
体
的
に
取
り
組
む

地
方
自
治
の
改
革
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
復
興
、
人
口
減
少
対
策
の
取
組
の
成

果
を
土
台
に
県
の
総
力
を
挙
げ
、
強
力

に
推
進
し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
　
し
か
し
、
内
容
は
具
体
性
を
欠
き
、

国
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
と
述
べ
る

の
み
で
は
未
来
あ
る
県
政
発
展
は
望

め
る
は
ず
も
な
く
、
県
民
か
ら
は
何
を

や
っ
て
く
れ
る
の
か
が
分
か
り
に
く

い
。

A
知
事
答
弁

［
今
後
４
年
間
の
県
政
運
営
に
つ
い
て
］

　

今
回
の
知
事
選
に
お
い
て
、
「
復
興
」

と
「
ふ
る
さ
と
振
興
」
を
進
め
、
希
望
郷

い
わ
て
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
。

［
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
事
業
］

　

海
岸
保
全
施
設
や
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
な
ど
社
会
資
本
の
復
旧
・
復
興
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
も
復
興
の
量
を

確
保
し
な
が
ら
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
や

地
域
に
根
差
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
、
復
興

の
質
の
向
上
を
一
層
進
め
て
い
く
。

［
ふ
る
さ
と
振
興
に
つ
い
て
］

　

今
月
策
定
す
る
「
岩
手
県
ふ
る
さ
と
振

興
総
合
戦
略
」
岩
手
で
働
く
・
岩
手
で
育

て
る
・
岩
手
で
暮
ら
す
の
３
つ
の
柱
に
基

づ
き
、
若
者
や
女
性
な
ど
の
創
業
支
援
の

充
実
や
き
め
細
か
な
移
住
・
定
住
施
策
の

推
進
、
今
月
オ
ー
プ
ン
し
た
〝
い
き
い
き

岩
手
〟
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ｉ
‒

サ
ポ
」
に
よ
る
出
会
い
や
結
婚
の
支
援
の

強
化
、
県
内
高
校
生
の
地
元
大
学
等
へ
の

進
学
と
学
卒
者
の
地
元
就
職
の
促
進
な
ど

の
取
組
を
展
開
し
て
い
く
。

人
口
減
少
の
中
で
県
が
目
指
す
姿

Q�

　
人
口
の
社
会
減
・
自
然
減
が
続
く

中
、
岩
手
県
は
人
口
を
増
や
し
て
い
け

る
の
か
。
縮
小
都
市
と
し
て
人
口
が
減

少
す
る
中
で
も
元
気
な
岩
手
を
目
指
す

の
か
伺
う
。

A
知
事
答
弁

［
人
口
減
少
の
中
で
県
が
目
指
す
姿
に
つ
い
て
］

　

本
県
の
人
口
は
、
毎
年
１
万
人
程
度
の

減
少
が
続
い
て
お
り
、
平
成
27
年
の
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に

よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
何
ら
対
策
を
講
じ
な

か
っ
た
場
合
、
２
０
４
０
年
に
は
93
万
人

程
度
に
な
り
、
そ
の
後
も
減
少
が
続
く
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た

め
、
岩
手
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
人
口

減
少
を
引
き
起
こ
す
様
々
な
生
き
に
く
さ

を
生
き
や
す
さ
に
転
換
し
、
岩
手
へ
の
新

し
い
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
「
ふ
る
さ
と

振
興
」
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
生

率
の
向
上
と
社
会
減
ゼ
ロ
を
実
現
し
、

２
０
４
０
年
に
１
０
０
万
人
程
度
の
人
口

を
目
指
す
よ
う
展
望
し
て
い
る
。

コ
メ
の
生
産
コ
ス
ト
対
策

🆀�
　
コ
メ
の
生
産
コ
ス
ト
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
集
落
営
農
組
織
・
担
い
手

農
家
及
び
小
中
規
模
農
家
に
対
し
て
、

一
般

質
問

平
成
㉗
年
９
月
定
例
会
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ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
。

A 

農
林
水
産
部
長
答
弁

　

主
食
用
米
の
需
給
が
緩
和
状
態
に
あ

り
、
米
の
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
中
で
、

一
層
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
県
は
、
農
業
団
体
と
連
携

し
、
平
成
27
年
２
月
に
「
い
わ
て
の
美
味

し
い
お
米
生
産
・
販
売
戦
略
」
を
策
定

し
、
こ
の
戦
略
に
基
づ
き
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

県
内
９
地
域
で
作
成
し
た
コ
ス
ト
低
減

に
向
け
た
計
画
に
基
づ
き
、
集
落
営
農
組

織
や
担
い
手
に
対
し
て
、
農
地
利
用
集
積

に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
や
、
直
播
栽
培

の
導
入
に
よ
る
労
働
費
の
低
減
を
進
め
る

と
と
も
に
、
鶏
ふ
ん
の
活
用
等
を
啓
発
す

る
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布
す
る
な
ど
、
資

材
費
の
低
減
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
一

層
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

米
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
に
つ
い
て

Q�

　
供
給
量
を
増
や
し
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

　�

　
良
食
味
は
販
売
価
格
に
も
反
映
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
販

売
戦
略
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

農
林
水
産
部
長
答
弁

　

高
い
食
味
と
品
質
を
確
保
し
認
知
度
や

価
値
を
高
め
な
が
ら
、
計
画
的
に
出
荷
量

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
平

成
32
年
に
は
、
岩
手
１
０
７
号
が
作
付
面

積
１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
供
給
量
５
万
ト

ン
、
岩
手
１
１
８
号
が
作
付
面
積
２
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
供
給
量
１
万
ト
ン
と
計
画
し

て
い
る
。

　

新
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
首
都

圏
の
米
穀
専
門
店
や
消
費
者
を
対
象
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
米
流
通
の
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
28
年
２
月
に
ブ
ラ
ン

ド
化
戦
略
を
策
定
し
、
取
引
実
現
に
向

け
、
販
路
の
開
拓
な
ど
強
力
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

林
業
振
興
に
つ
い
て

Q�

　
い
わ
て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活

用
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

A 

農
林
水
産
部
長
答
弁

　

い
わ
て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
は
、
多

様
な
公
益
的
機
能
を
有
す
る
森
林
環
境
を

保
全
し
、
良
好
な
状
態
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成
18
年
度
に
創
設
し

た
。
23
年
度
か
ら
は
第
２
期
が
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
の
実
績
は
、
約

１
万
２
９
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、

針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
入
り
混
じ
っ
た
公
益

的
機
能
の
高
い
森
林
へ
誘
導
す
る
た
め
の

間
伐
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
県
民
が
行
う
森
林
を
守
り
育
て

る
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
事
業
に

も
、
延
べ
４
万
２
千
人
余
り
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
着
実
に
森
林

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
森
林
環
境

保
全
に
対
す
る
県
民
の
理
解
の
醸
成
が
図

ら
れ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

第
２
期
が
終
了
す
る
今
年
度
末
に
お
い

て
も
、
整
備
が
必
要
な
森
林
が
約
１
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
残
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
「
い
わ
て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
事

業
評
価
委
員
会
」
か
ら
の
提
言
等
も
踏
ま

え
、
い
わ
て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
制

度
を
継
続
し
、
森
林
環
境
保
全
の
取
組
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q�

　
木
材
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
、
県
産

材
の
利
用
も
拡
大
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

A 

農
林
水
産
部
長
答
弁

　

本
県
の
木
材
需
要
は
、
合
板
工
場
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
整
備
等
に
よ

り
、
近
年
増
加
し
て
き
て
お
り
、
本
県
の

林
業
・
木
材
産
業
の
一
層
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

県
で
は
、
素
材
生
産
者
と
木
材
加
工
業

者
等
の
需
給
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
生
産
現

場
に
お
け
る
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や

路
網
整
備
へ
の
支
援
、
素
材
生
産
を
行
う

現
場
技
能
者
の
育
成
等
に
努
め
て
い
る
。

観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

Q�

　
中
国
か
ら
の
観
光
客
を
い
か
に
岩
手

に
呼
び
込
む
か
は
、
今
後
の
観
光
産
業

の
振
興
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
思
う

が
、
岩
手
県
で
の
実
績
と
誘
導
策
に
つ

い
て
伺
う
。

A 

商
工
労
働
観
光
部
長
答
弁

　

中
国
か
ら
の
入
込
の
回
復
と
拡
大
を
図

る
た
め
、
本
県
が
中
国
大
連
市
に
設
置
し

て
い
る
大
連
経
済
事
務
所
を
中
心
に
、
中

国
人
に
人
気
が
あ
る
「
南
部
鉄
瓶
」
や
、

２
０
２
２
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
国

開
催
を
控
え
人
気
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
ス
キ
ー
な
ど
、
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
大
連
経
済
事
務
所
が
有
す
る
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大船渡での復興現地調査

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
情
報

発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
国
人
観
光

客
に
人
気
が
あ
る
北
海
道
を
は
じ
め
北
日

本
全
体
が
一
体
と
な
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
し
、
本
県
へ
の
誘
客
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
く
。

い
わ
て
花
巻
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

Q�

　
現
在
、
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
と
し
て

運
航
さ
れ
て
い
る
台
湾
便
の
定
期
便
化

の
可
能
性
に
に
つ
い
て
伺
う
。

A 

県
土
整
備
部
長
答
弁

　

昨
年
度
、
本
県
初
の
台
湾
と
の
国
際
定

期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
、
春
は

82
・
６
％
、
秋
は
90
・
８
％
と
い
う
高
い

利
用
率
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
年
春
も
定

期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
継
続
運
航
さ
れ
、

82
・
２
％
の
利
用
率
と
な
り
、
こ
の
実
績

は
定
期
便
化
に
向
け
て
、
一
定
の
成
果
を

挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

定
期
便
化
に
向
け
て
は
、
夏
、
冬
を
含

め
た
通
年
で
の
需
要
の
確
保
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー
タ
ー
便
、
定
期
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
実
績
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
定
期
便
化
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

Q�

　
道
路
整
備
は
、
震
災
以
降
大
き
く
変

化
し
注
目
さ
れ
て
お
り
、
結
果
、
高
規

格
道
路
の
整
備
は
年
次
計
画
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
復
興
道
路
を
早
期
に
完
成

す
る
こ
と
は
、
多
く
の
県
民
の
願
い
で

も
あ
る
。
一
方
、
復
興
道
路
と
同
じ
よ

う
に
安
全
で
安
心
な
生
活
を
守
る
幹
線

道
路
の
整
備
も
、
多
く
の
路
線
に
つ
い

て
市
町
村
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
路
線
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A 

県
土
整
備
部
長
答
弁

　

平
成
26
年
度
に
は
、
県
管
理
道
路

１
０
６
路
線
に
つ
い
て
、
４
４
３
件
の
整

備
要
望
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
う
ち
事
業

中
箇
所
に
関
す
る
も
の
な
ど
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
る
も
の
が
１
８
３
件
、
当

面
は
実
現
が
難
し
い
と
し
て
い
る
も
の
が

２
６
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
一
方

で
、
橋
梁
を
は

じ
め
と
す
る
社

会
資
本
の
老
朽

化
等
に
伴
い
、

維
持
更
新
費
用

の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
新

た
な
道
路
整
備

に
投
入
で
き
る

予
算
は
限
ら
れ

て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

道
路
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
状
況

等
も
考
慮
し
な
が
ら
県
の
「
公
共
事
業
評

価
制
度
」
に
基
づ
き
箇
所
の
選
定
や
重
点

化
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
効
率
的
・

効
果
的
な
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

Q�

　
主
要
地
方
道
花
巻
大
曲
線
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
、
一
刻
も
早
い
本
路
線
の

整
備
完
了
が
待
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
整
備
状
況
と
完
了
予
定
に
つ

い
て
伺
う
。

A 

県
土
整
備
部
長
答
弁

　

平
成
19
年
度
ま
で
に
約
７
km
区
間
を
供

用
し
、
現
在
は
、
残
る
小
倉
山
（
お
ぐ
ら

や
ま
）
の
２
工
区
に
お
い
て
、
未
整
備
と

な
っ
て
い
る
約
１
・
５
km
区
間
の
改
良
工

事
を
進
め
て
お
り
、
平
成
26
年
度
末
に
お

け
る
事
業
費
ベ
ー
ス
で
の
全
体
進
捗
率
は

86
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
橋
梁
の
下
部
工
を
施
工
中

で
あ
り
、
今
後
は
延
長
１
km
を
超
え
る
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
大
規
模
工
事
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
整
備
事
業

全
体
の
予
算
推
移
を
見
極
め
、
事
業
予
算

の
確
保
に
努
め
、
当
該
工
区
の
早
期
の
完

成
を
目
指
し
て
い
く
。

決
算
特
別
委
員
会

Q�

　
北
東
北
三
県
・
北
海
道
ソ
ウ
ル
事
務

所
に
つ
い
て
。

A 

観
光
課
総
括
課
長
答
弁

　

韓
国
か
ら
本
県
へ
の
観
光
客
は
大
き
く

落
ち
込
み
、
平
成
26
年
の
延
べ
宿
泊
者
数

は
、
震
災
前
の
平
成
22
年
の
35
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
年
の
１
〜
６
月
の
実
績
で

は
、
前
年
同
期
と
比
べ
29
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

韓
国
は
観
光
・
物
産
両
面
で
有
力
な
市

場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
ウ
ル
事
務
所
を

活
用
し
、
効
果
的
な
売
り
込
み
を
展
開

し
、
よ
り
一
層
の
誘
客
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
も
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客
の
入
込

を
震
災
前
の
水
準
に
回
復
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
来
年
3
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
北
海
道
新
幹
線
開
業
の
チ
ャ
ン
ス
も

生
か
し
な
が
ら
、
４
道
県
が
一
体
と
な
っ

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
北
海
道

を
訪
れ
る
韓
国
人
観
光
客
の
本
県
へ
の
来

訪
を
促
進
す
る
な
ど
、
本
県
へ
の
誘
客
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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皆さんのご意見をお聞かせください

川村しんこう事務所

川村しんこう　花巻

〒025-0079 岩手県花巻市末広町6-16
TEL 0198-29-5061
FAX 0198-29-5062
E-mail：shinkoujimusyo@gmail.com

URL：http://www.giinjp.com/shinko_kawamura
検索

花巻市役所において自由民主党岩手県連市町村重点要望

谷垣禎一自由民主党幹事長への要望

大船渡市役所において復興調査特別委員会

　県議会議員になり、初の県議会平成27年度９月定例会が
11月２日に、12月定例会は12月11日に終了しました。
　９月14日には初の一般質問、常任委員会、特別委員会採
決と目まぐるしい３ヶ月でした。改めて議員としての仕事の
重みを痛感しております。
　これからも皆様からのたくさんのご意見を頂きながら、
岩手県政に反映し「子供たちに夢と希望を」「お年寄りに安
心と生きがいを」「すべての県民が充実した毎日を送るため
に」を実現すべく精一杯力を尽くしてまいります。

編 後集 記

Q�
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

A 
観
光
課
総
括
課
長
答
弁

　

台
湾
か
ら
の
国
際
定
期
便
化
を
目
指

し
、
今
年
の
６
月
「
新
日
本
旅
游
節
」
に

出
席
し
、
本
県
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。
ミ
ラ

ノ
博
で
も
参
加
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

展
開
し
て
き
た
。

Q�

　
大
連
経
済
事
務
所
に
つ
い
て

A 

産
業
経
済
交
流
課
総
括
課
長
答
弁

　

大
連
経
済
事
務
所
は
、
経
済
発
展
が
進

む
、
中
国
と
の
経
済
交
流
に
取
り
組
む
た

め
、
10
年
前
の
平
成
17
年
４
月
に
開
設
し

た
。
現
在
、
中
国
人
所
長
と
現
地
採
用
ス

タ
ッ
フ
３
名
の
計
４
名
で
、
県
内
企
業
の

対
中
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
や
中
国
各
地
に
お

け
る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
と
大
連
市
と
の
地
域
間

連
携
協
定
の
締
結
や
相
互
の
職
員
派
遣
交

流
を
は
じ
め
、
双
方
向
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

運
航
、
雲
南
省
プ
ー
ア
ル
市
及
び
上
海
市

と
の
連
携
に
よ
る
上
海
万
博
へ
の
共
同
出

展
等
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

出
展
し
た
南
部
鉄
器
が
中
国
国
内
で
大

き
な
人
気
を
集
め
る
な
ど
、
「
い
わ
て
」

ブ
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
輸
出
品
目
と
な
っ

て
い
る
。

　

万
博
を
契
機
と
し
て
、
雲
南
省
と
の
連

携
協
定
の
締
結
、
経
済
分
野
や
青
少
年
交

流
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
な
ど
に
つ

い
て
も
進
め
て
い
る
。

Q�
　
経
済
企
業
支
援
・
輸
出
等
支
援
の
実

情
に
つ
い
て

A 

産
業
経
済
交
流
課
総
括
課
長
答
弁

　

大
連
経
済
事
務
所
の
企
業
支
援
、
輸
出

支
援
等
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
大
連
を
は

じ
め
と
す
る
中
国
各
地
へ
進
出
及
び
輸
出

を
展
開
し
よ
う
と
す
る
企
業
か
ら
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。
更
に
、
現
地
で
の

企
業
訪
問
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
26
年
度
の
利
用
件
数
は
、
延
べ
88
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
南
部
鉄
器
等
工

業
製
品
に
つ
い
て
は
、
発
効
後
即
時
撤
廃

と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
で
も
需
要
に
追
い
付
か
な
い
状
況
と

聞
い
て
い
る
が
、
中
国
に
見
合
っ
た
製
品

づ
く
り
な
ど
、
企
業
の
話
や
中
国
側
の
話

を
聞
き
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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